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化学的酸素要求量（ＣＯＤ）、窒素含有量及びりん含有量に係る 

総量削減基本方針について 

       

                

１ 総量削減基本方針について 

 水質総量削減は、水質汚濁防止法及び瀬戸内海環境保全特別措置法に基づき、人口及び産

業が集中し、汚濁が著しい広域的な閉鎖性海域（東京湾、伊勢湾及び瀬戸内海）の水質改善

を図るため、全国一律の濃度規制に加え、排出される汚濁負荷の総量を削減する制度である。 

 水質汚濁防止法第４条の２に基づく「総量削減基本方針」は、汚濁負荷の削減目標量及び

削減の方途、目標年度等を定める水質総量削減制度の根幹を成すものであり、昭和 54年以来

７次にわたり策定されている。今般、平成 28 年９月 30 日付けで第８次となる総量削減基本

方針を策定した。 

 

２ 総量削減基本方針（第８次）の概要（海域ごとの基本方針は別添１～３参照） 

（１）目標年度 

平成 31年度 

 

（２）削減目標量 

 東京湾、伊勢湾は今後も水環境の改善を進めるため、大阪湾は窒素及びりんの環境基準

の達成率を勘案しつつ、特に有機汚濁解消の観点から水環境の改善を進めるため、瀬戸内

海（大阪湾を除く）は現在の水質を悪化させないために、削減目標量の達成を図る。 

 

 削減目標量 

平成31年度 

における量 

平成26年度 

における量 

第７次の 

削減目標量 

東京湾 

ＣＯＤ １５５ １６３ １７７ 

窒素含有量 １６６ １７０ １８１ 

りん含有量 １１.７ １２.３ １２.１ 

伊勢湾 

ＣＯＤ １３３ １４１ １４６ 

窒素含有量 １０８ １１０ １１５ 

りん含有量 ７.８ ８.２ ８.７ 

瀬戸内海 

 

※( )の値

は大阪湾 

ＣＯＤ ４０４（８５） ４０４（９１） ４７２（１１６） 

窒素含有量 ４０２（８７） ３９０（８８） ４４０（１０３） 

りん含有量 ２５.２（５.６） ２４.６（５.８） ２７.４（６.６） 

 

（３）汚濁負荷量の総量の削減及び水環境の改善に関し必要な事項 

生活排水処理施設の整備・高度処理化、適切な総量規制基準の設定等による陸域から

の汚濁負荷量の削減対策等に加え、干潟・藻場の保全・再生・創出、底質改善対策、窪

地対策、環境配慮型構造物の採用等による水域での対策により、総合的に汚濁負荷量の

総量削減及び水環境の改善を図る。 

 

３ 今後の予定 

今般策定した総量削減基本方針に基づき、関係都府県が削減目標の達成に向け、平成 29

年６月を目途に、総量削減計画の策定及び総量規制基準の設定を行う予定。 

資料４－２  


